


　継続は力なりと申しますが、今回で８年目を迎えた地域活性化プログラムにこの言葉があて
はまるでしょうか。指導教員が入れ替わったりテーマが変わったりで、最初から同じテーマで
続いている取組はそれほど多くはないのですが、学園祭などで８年間の成果を一覧できるよう
になっていたりするのを見るとちょっとした壮観です。昨年度から文科省の「地（知）の拠点
整備事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ再スタートしましたが、当初の意気込み
が指導教員によみがえったのではないかと期待しています。
　地域活性化プログラムは、学生が地域の中に入っていって地域の課題を解決していこうとす
るものですが、その実は地域による学生活性化プログラムでもあります。つまり我々教員が講
義やゼミ各種の演習を通じて学生を教導するだけでなく、さまざまな形で地域の方々と接し、
時に怒られ時には褒められるという体験を積むことによって学生が実社会に出た時の「コミュ
ニケーション能力」を飛躍的に伸ばせる可能性が期待されているのです。
　またプログラムはチームで共同作業を行うものなのですが、率直にいってメンバー間にはい
ろいろと温度差があります。時間を守らない、割り当てられたタスクをちゃんとやってこない
等さまざまなドタバタが起きていること、これも実社会の縮図であるかと思えます。こうした
困難を乗り越えることを通じて成長していく学生が増えています。
　これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活動を
行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで充分です」
というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることをしなければな
らないと考えています。
　本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ただ役
に立つかどうかを決めるのは社会であり他人です。ここで独りよがりがあったり、根拠のない
独善があったりしたのでは真に「役立つ」人間にはなれません。つまり上のモットーは、自ら
に対する客観的な認識に裏付けられた自身が必要になってくるということです。いろいろな人
たち－関係者から率直な評価をもらえることは、成長途上の学生にとって得難い機会であるか
と思います。あとはその評価をどう活用していくかということですが、この点はまだ学生次第
ということになりますので、このあたりも我々は考えていかねばならない点であるかと思って
います。
　地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本大震
災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学があると報告されています。ただ、本学
のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではないかと自負して
います。地域の方々、特に学生と接することになる各位にはご迷惑なことかも知れませんが、
次世代の若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。

平成２７年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3
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　広田ゼミナールでは数年に渡って、「グローバリゼーションと地域」をテーマにして活動を進めて
きました。言うまでもなく、近年の時代の最大の特徴は、グローバリゼーション（グローバル化・地
球一体化）にあります。1980 年代末の冷戦終結はやがてグローバル資本主義が地球上を覆うことを現
出させ、モノ・サービス・情報・技術・人間など、さまざまなものが世界中を迅速に駆け巡ることを
可能にし、グローバリゼーション（地球一体化）の時代が開幕しました。
　実際、グローバリゼーションの影響は圧倒的です。例えば、グローバリゼーションが本格的に開始
された 1989 年に約 2000 兆円だった世界 GDP は 2013 年には約 7000 兆円と 3 倍以上に拡大しました。
1989 年時点では世界経済では目立った存在ではなかった中国やインドは、世界中から資本・技術を吸
収し経済を爆発的に成長させ、中国はその GDP を 2010 年代には世界第 2 位まで成長させ、2020 年代
には現在世界第 1 位のアメリカと並ぶと予測されています。インドの GDP も現在約 1.8 兆ドルと、イ
ギリス・フランス等の約 2 兆ドルに迫っています。これらはグローバリゼーションの波に乗り資本・
技術・高度な労働力等の経済発展要因の相互乗り入れを活用し急速に自国を成長させた成功例です。
　成熟先進国にあっても、例えば、経済に占める外国資本比率を約 70% まで高めたオランダでは、平
均労働時間が週約 30 時間で週休 3 日を普通にし失業率も低位に推移させた安定した国民生活を実現
しています。さらに、ジュネーブやドバイのように世界で最も勢いがあり繁栄している都市では圧倒
的多数の外国人の到来を実現しそれを梃子に繁栄を実現しています。人口に占める外国人の方の比率
に関して、ジュネーブは約 40%、ドバイは約 80%となっています。
　ゼミ生の基本スタンスは、「グローバリゼーションは不可逆的な人類史における画期的な潮流であ
り、それをどのように地域の活力として行くか」というところにあります。グローバリゼーションは、
複数の課題を乗り越え、やがて平和的にランディングさせる必要がありますが、そのためには迂遠な
ようですが、世界の各地域で「世界の人々が出会い対話し交流する」ことこそ必要であり、そのよう
な活動を歴代のゼミ生は、「グラスルーツグローバリゼーション―草の根・地域からの地球一体化推
進―」と名付け活動してきました。ゼミでは、「グラスルーツグローバリゼーション」の具体的な方
法として、以下の 4 つを伝統的手法として確立し、歴代のゼミ生が受け継いできました。即ち、第 1
にグローバリゼーションに関する学習（Study）、第 2 に世界から来られた外国人の方等をゼミに招待
しての対話・交流（Invite）、第 3 に外国人の方が集まる場所等への訪問（Visit）、第 4 に悠久祭（学
園祭）に出店しその利益をユニセフに寄附（Donate）です。上記の 4 つのフェーズに沿って活動を進
める中で毎年、「多文化共生の探索」とか「対話の重視」等を、各年度のサブテーマに設定し活動に
変化をもたらしてきました。今年度のサブテーマは「切っ掛けと集中学習」でした。つまり、4 つの
フェーズを進める中で、それらの活動で交流した方との対話や交流した現場を貴重な「切っ掛け」に
して、ゼミ生各自が集中的な学習とディスカッションを行いより深く専門知識等の獲得に挑戦しまし
た。何れにしても、グラスルーツグローバリゼーションの活動を通じてゼミ生が人間的にも知的にも
レベルアップしてくれたことを心より喜ばしく思っております。

平成 27 年 3 月
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